Nano-structured Chiral Silica Materials: Synthesis, Property and Application by 恒賀 聖司
 
   
 氏     名  恒 賀  聖 司 
 学 位 の 種 類         博士（工学） 
 学 位 記 番 号  博甲第 258号 
学位授与の日付  2020年 3月 31日 
学位授与の要件  学位規則第４条第１項該当 
学位論文の題目   ナノ構造化シリカ系キラル材料の合成、物性及び応用 
 論文審査委員         主査  神奈川大学 教授  金   仁 華 
          副査  神奈川大学 教授  岡 本 専太郎 
          副査  神奈川大学 教授  引 地 史 郎 
          副査  神奈川大学 教授  横 澤    勉 
          副査  神奈川大学 教授  亀 山    敦 































































ことを見出した。3) さらに、キラルシリカにアキラル発光体 (色素分子、ペロブスカイトナノ結晶、AIE 分子) 
を物理吸着させるだけで、それらに CPL 活性が発現することを明らかにした。本論文の研究は、キラルシリ
カを不斉ソースとした無機系光学材料開発における極めて重要な知見であるとことから、博士(工学)の学
位論文として十分価値あるものと認める。 
